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特集　いま、自治会災害時要援護者拠点施設専門職登録制度
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中
家
村
自
治
会
で
は
、
い
き

い
き
健
康
体
操
指
導
員
が
中
心

と
な
り
、
「
カ
ラ
オ
ケ
体
操
」

を
作
り
ま
し
た
。

　
懐
か
し
の
歌
謡
曲
に
合
わ
せ

て
、
体
を
動
か
す
こ
の
体
操
は
、

中
家
村
の
民
生
委
員
が
自
治
会

長
に
、
「
カ
ラ
オ
ケ
を
活
用
し

た
体
操
が
介
護
予
防
に
な
る
」

と
い
う
新
聞
記
事
を
紹
介
し
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　
市
販
の
D
V
D
は
高
価
な
た

め
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

の
会
社
を
運
営
し
て
い
る
佐
々

木
康
次
さ
ん
（
中
家
村
）
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
な
ら
ば

と
、
自
分
た
ち
で
D
V
D
を
作

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
曲
は
自
治
会
長
が
選
曲
し
、

振
り
付
け
は
小
野
優
子
さ
ん

（
中
家
村
）
が
担
当
さ
れ
ま
し

た
。

　
現
在
は
、
「
北
酒
場
」
「
人

生
い
ろ
い
ろ
」
「
哀
愁
列
車
」

の
３
曲
が
あ
り
ま
す
。
定
例
で

公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
自
治

会
の
い
き
い
き
健
康
体
操
講
座

で
も
大
好
評
。

　
今
後
は
、
町
内
に
も
普
及
し

て
い
く
予
定
で
す
。

協定を締結する（株）大楽の岩澤一夫 代表
取締役（右）と府川町長

中家村

カラオケ体操で
介護予防！

中家村公民館で体操に参加した皆さん カラオケ体操で体を動かします

自 治 会

活 動

あなたも地域の輪に入りませんか。
「自分の住む町を、自分で住みよくする。」そんな気持ちで人とつながれば、
地域は盛り上がり、町は元気になります。ここでは、自治会での活動を紹介
します。

 

宮
台
自
治
会
で
は
、
昨
年

「
災
害
時
安
否
確
認
カ
ー
ド
」

を
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
規
模
な
災
害
で

家
屋
が
倒
壊
し
た
際
、
そ
の
家

の
住
人
が
全
員
避
難
所
に
避
難

が
完
了
し
た
か
確
認
で
き
る
大

切
な
カ
ー
ド
で
す
。

　
こ
の
取
組
み
は
、
永
田
自
治

会
長
が
、
自
治
会
長
就
任
前
に

参
加
し
た
、
町
主
催
「
地
域
リ

ー
ダ
ー
育
成
研
修
」
の
事
例
発

表
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
取
組
み

で
す
。
自
治
会
長
就
任
後
、
各

組
長
の
協
力
の
も
と
自
治
会
加

入
世
帯
へ
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

97
・
6
％
の
回
収
率
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
災
害
時
に
お
い
て
、
自
治

会
が
重
要
で
あ
る
と
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
認
識
し
て
い
る
こ
と

が
、
高
い
回
収
率
に
つ
な
が
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
」
と
自
治

会
長
。

　
カ
ー
ド
が
で
き
た
こ
と
で
終

わ
り
で
は
な
く
、
今
後
は
こ
の

カ
ー
ド
を
活
用
し
て
、
地
域
の

防
災
力
を
い
か
に
高
め
て
い
く

か
を
、
自
治
会
で
考
え
て
い
く

予
定
で
す
。

宮台

災害時安否確認
カードを導入！

左から、露木勇夫さん（9組組長）、永田英男自治会長、千葉孝輝防災部長、蒔田弘之さん（12組組長）宮台自治会で使っている災害時安否確認カード

あなたの専門性をお貸しください！

災害時要援護者拠点施設専門職登録制度
　大規模災害発生時には、福祉会館が災害時要援護者の拠点施設となります。
　災害時要援護者拠点施設の機能を充実させ、避難生活のＱＯＬ(生活の質)の維持・向上のため、看護師
や介護士の方に事前に登録していただくための制度です。
　大規模災害発生時に自分の職場まで通勤できない、または勤務先から帰宅ができない可能性のある専門
職資格をお持ちの方は、町の臨時(大規模災害時のみ)非常勤職員として、要援護者拠点施設での活動にご
協力ください。

　拠点施設に避難してきた要援護者の避難生活
に必要となる介助等に従事していただきます。

皆さんの力が
必要です！
　町では登録者数の目標を40名とし
ています。
　平成28年3月31日現在、登録者数
は13名となっており、目標数には達
していない状況です。皆さんの登録
をお願いします。

　災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度

　
避
難
す
る
時
に
支
援
が
必
要
な
高
齢

者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
な
ど
を
事

前
に
把
握
し
、
自
治
会
（
自
主
防
災

会
）
や
民
生
委
員
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
行
政
が
情
報
を
共
有
し
、
大
規
模

災
害
発
生
時
の
支
援
の
た
め
に
活
用
す

る
制
度
で
す
。

福祉避難所協定を締結しました！
　開成町では、高齢者や障がい者などの災害時要援護者の一時
的ケアを担う体制を構築するため、福祉施設や医療機関等と協
定を締結し、福祉避難所の設置を進めています。
　平成28年３月28日(月)に、認知症高齢者の避難施設を確保す
るため、認知症対応型共同生活介護(グループホーム)を運営す
る株式会社大楽と｢福祉避難所協定｣を締結しました。これによ
り、町内の福祉避難所は３か所となりました。
　今後も、災害に強いまちづくりを推進するため、福祉避難所
の拡充を図っていきます。

●問　福祉課　☎84－0316

災害時要援護者
拠点施設（福祉会館）

40
13

た い ら く

・医師
・看護師（准看護師含む）
・介護士（介護福祉士等）
・保育士
・社会福祉士　など

災害時要援護者

大規模災害
発生時

避難

支援


